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主 な 内 容

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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パパも参加「マタニティー＆ベビーサロンいっぽいっぽ」

男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
へ

ご
意
見
を

　
「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
真
の
男
女
平
等
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
た
白
井
市
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
の
策
定
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
新
た
に
平
成
23
年
4
月
か
ら
実
施
す
る
計
画
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
に
公
表
し
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

今
ま
で
の
流
れ

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意

識
調
査
を
平
成
21
年
8
月
に
実
施
し
、

現
状
と
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
市
民
公
募
、
学
識
経
験
者

や
団
体
の
代
表
で
構
成
す
る
男
女
共

同
参
画
推
進
懇
談
会
な
ど
の
意
見
を

踏
ま
え
、
現
在
の
計
画
案
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

基
本
理
念

　
新
た
な
計
画
の
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
基
本
理
念
を
「
人
権
と
多
様

計
画
の
体
系

　
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、

男
女
平
等
の
た
め
の
3
つ
の
視
点
の

ほ
か
、
3
つ
の
柱
や
取
り
組
み
、
推

進
体
制
を
左
表
の
と
お
り
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

3
つ
の
視
点

　
男
女
平
等
を
推
進
す
る
上
で
「
意

識
づ
く
り
（
気
づ
く
こ
と
）
」
「
次

世
代
づ
く
り
（
育
む
こ
と
）
」
「
環

境
づ
く
り
（
動
か
す
こ
と
）
」
の
3

つ
の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

３
つ
の
柱

　
計
画
は
3
つ
の
柱
を
設
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
取
り
組
み
な
ど
を
位
置
付
け

て
お
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
び
、
参
加
し
、
誰
も
が
男
女
平

等
意
識
を
高
め
た
め
に
】

　
小
・
中
学
校
や
生
涯
学
習
の
場
で

男
女
平
等
に
関
連
す
る
学
習
を
行
う

と
と
も
に
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、

男
女
平
等
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
「
男
女
平
等
に
関
す
る

教
育
の
実
現
」
と
「
健
康
や
性
差
の

学
習
・
理
解
」
に
関
連
す
る
取
り
組

み
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

【
家
庭
、
地
域
、
職
場
で
の
平
等
を

実
現
す
る
た
め
に
】

　
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
男
女
平
等

を
進
め
、
社
会
全
体
の
男
女
平
等
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
特

に
固
定
的
性
別
役
割
分
担
の
解
消
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
家
庭
で
は
「
夫
婦
な
ど
に
と
っ
て

の
男
女
平
等
」
と
「
子
ど
も
に
と
っ

て
の
男
女
平
等
」
を
、
地
域
で
は

「
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
」

と
「
地
域
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推

進
」
を
、
職
場
で
は
「
雇
用
の
場
に

お
け
る
男
女
の
均
等
」
「
男
女
の
仕

事
と
生
活
の
調
和
」
を
そ
れ
ぞ
れ
位

置
付
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け

て
】

　
女
性
な
ど
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴

力
の
状
況
把
握
に
努
め
、
相
談
業
務

や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
被
害

Ⅰ学び、参加し、誰もが男女平等意識を高めるために
1 男女平等に関する教育の実現
1 性別で差別をしない子育ての推進
2 教職員研修
3 国際理解教育
4 キャリア教育
5 適切な性教育
6 生涯学習における学習機会の提供

2 健康や性差の学習・理解
1 健康相談、検診の実施
2 食育における健康維持・増進
3 妊婦の健康管理の推進および経済負担の軽減
4 スポーツなどの指導ができる人材の育成・活用

Ⅱ 家庭、地域、職場で平等を実現するために
Ａ家庭
1 夫婦などにとっての男女平等
1 育児・介護に参画するための環境整備
2 定年後の生きがい事業
3 高齢者の就業促進、能力開発、社会参画促進の支援

2 子どもにとっての男女平等
1 親子での時間づくり
2 子どもの病気、障がいなどへの対策と小児医療体制

Ｂ地域
1 社会制度・慣行の見直し
1 地域に根ざした身近な情報発信
2 法令や条約の周知

2 地域における男女平等の推進
1 団体との連携
2 地域活動などに男女共に多様な年齢層の参加を促進

Ｃ職場
1 雇用の場における男女の均等
1 性別にとらわれない職域・役職、休業の拡大
2 女性が働き続けていくための支援
3 非正規雇用労働者への対応
4 雇用の場の創設・強化

2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
1 長時間労働の抑制や年次有給休暇の取得率向上
2 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計
画の策定・公表

3 家族経営協定を含めた多様な働き方
4 共働き、ひとり親家庭などへの子育て支援
5 介護にあたる女性の支援
6 公共施設や歩行空間などのバリアフリー化

Ⅲ 安心して暮らせる社会に向けて
1 ＤＶ被害者の救済
1 暴力に関連する相談関係者間の連携
2 ＤＶに関連する相談・保護

2 人権侵害や虐待の排除
1 人権侵害への相談・救済
2 学校などでの子どもの相談
3 高齢者虐待などの相談や被害者の支援
4 外国人への教育、就労、生活の相談

推進体制
1 市としての推進
1 男女平等に関連する条例などの検討
2 審議会などの女性比率・参画の拡大
3 施策の推進状況の定期的な監視
4 住民意識調査による市民意識の把握
5 青少年女性センターの活用

2 白井市役所の取り組み
1 職員採用・役職の任用の仕組みづくり
2 次世代育成支援対策推進法に基づく特定事業主行動計
画の取り組み

3 セクシュアル・ハラスメントの防止など職場環境の整備

な
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
生
き
生
き
と

し
た
男
女
平
等
社
会
の
実
現
」
と
定

め
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
真
の
男
女

平
等
社
会
の
実
現
と
多
様
な
個
性
が

認
め
ら
れ
る
社
会
、
み
ん
な
が
協
力

し
家
庭
や
地
域
、
職
場
に
多
様
な
能

力
や
考
え
方
を
生
か
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
次
世

代
に
つ
な
ぐ
豊
か
な
社
会
」
と
し
、

平
等
で
多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
う

豊
か
な
社
会
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

者
の
保
護
を
行
い
ま
す
。

　
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
救
済
」
と
「
人

権
侵
害
や
虐
待
の
排
除
」
に
関
連
す

る
取
り
組
み
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

推
進
体
制

　
計
画
の
柱
に
位
置
付
け
る
取
り
組

み
の
ほ
か
に
、
男
女
平
等
を
推
進
す

る
た
め
の
「
市
と
し
て
の
推
進
」
と

「
白
井
市
役
所
の
取
り
組
み
」
を
推

進
体
制
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

意
見
募
集

　

　
計
画
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
各
セ

ン
タ
ー
の
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
意
見
の
あ
る
人
は
3
月
1
日
㈫

ま
で
に
、
各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
意
見
回
収
箱
に
投
函
す
る
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5
、

 k
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基本理念
人権と多様な個性が尊重される
       生き生きとした男女平等社会の実現

体　系

意識づくり 次世代づくり 環境づくり

※ＤＶとは、ドメスティック・バイオレンスの略で、夫婦や恋人など、
親密な関係にある人からふるわれる暴力をいいます。暴力には身体
的な暴力だけではなく、精神的な暴力、経済的な暴力も含みます。



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章

鈴
木
伸
幸
（
第
二
分
団
冨
士
部
）　

大
塚
浩
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

樋
関
健
一
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令
）

鈴
木
与
四
郎
（
白
井
消
防
署
消
防
司

令
補
）　

精
勤
章

風
間
一
郎
（
第
二
分
団
分
団
長
）　

武
藤
潔
（
第
二
分
団
復
二
部
）　
　

山
﨑
昌
志
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

加
藤
庄
一
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）千

葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団
長
）　

　
　

精
勤
章

岡
田
啓
介
（
第
三
分
団
分
団
長
）　

〜
消
防
出
初
め
式
表
彰
〜

消
防
活
動
へ
の
尽
力
者
を
表
彰

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
を
１
月
9
日
に
清
水
口
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
消
防

職
員
・
団
員
3
5
0
人
が
参
加
し
、
服
装
・
機
械
器
具
の
点
検
や
分
列
行
進
を
行
い
、
清
水

口
小
学
校
4
年
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
消
防
職
員
・
団
員
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

宇
賀
健
司
（
第
二
分
団
七
次
部
）　

山
﨑
義
之
（
第
三
分
団
折
立
部
）

千
葉
県
防
災
対
策
監
表
彰

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

石
井
良
一
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
）　
　

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
）　

今
井
充
陽
（
第
三
分
団
今
井
部
）

中
嶋
淳
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令
補
）

関
和
則
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令
補
）

千
葉
県
消
防
協
会
印
旛

支
部
長
表
彰

功
労
章

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）　

　
　

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
二
部
）　

勤
続
章

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

林
利
行
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）　

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
）　

精
勤
章

髙
花
宏
行
（
第
一
分
団
白
井
部
）　

髙

一
直
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

伊
藤
裕
（
第
一
分
団
復
一
部
）　

川
鍋
純
一
（
第
三
分
団
折
立
部
）　

山
﨑
修
一
（
第
三
分
団
中
部
）　
　

山
﨑
康
男
（
第
三
分
団
中
部
）　
　

山
﨑
弘
之
（
第
三
分
団
名
内
部
）

血
脇
文
一
（
第
三
分
団
名
内
部
）

今
井
一
英
（
第
三
分
団
今
井
部
）

山
﨑
幸
伸
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

　消防団は「自分た
ちのまちは自分たち
で守る」という郷土
愛護の精神のもと、
地域防災の要として
災害から人命・財産
を守り続けてきた、
歴史ある有償ボラン
ティア団体です。
　消防団は火災・地
震・台風などの災害が発生した場合に、消防
署と協力し迅速な消火・救出活動を行い、ま
た地域での火災予防活動やそのための教育・
訓練などを行っています。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火
災などで出動した場合には手当が支給され、5
年以上勤務し退団した場合には退職報償金が
支給されます。　
対象　市内在住・在勤か近隣に居住している
18歳以上
■問　交通防災課交通防災班　内線3323

消防団員募集

白
井
市
長
表
彰

山
﨑
政
孝
（
第
一
分
団
神
々
廻
部
）

伊
藤
卓
己
（
第
一
分
団
白
井
部
）　

芦
田
貴
裕
（
第
一
分
団
復
一
部
）　

開
発
祥
太
（
第
一
分
団
谷
田
部
）

長
谷
川
弘
導
（
第
二
分
団
冨
士
部
）

宇
賀
健
一
郎
（
第
二
分
団
白
井
木
戸

部
）

宇
賀
一
登
（
第
二
分
団
七
次
部
）

風
間
孝
一
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
）

中
村
忠
章
（
第
二
分
団
木
部
）

秋
谷
雅
利
（
第
三
分
団
富
塚
部
）　

冨
澤
隆
（
第
三
分
団
中
部
）

秋
谷
嘉
之
（
第
三
分
団
名
内
部
）　

寺
田
文
男
（
第
三
分
団
平
塚
東
部
）

井
嶋
茂
貴
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
）

白
井
市
長
・
白
井
市
消

防
団
長
表
彰

第
三
分
団
平
塚
東
部

※
第
30
回
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支

部
消
防
操
法
大
会
出
場
（
ポ
ン
プ
車

の
部
）

第
二
分
団
七
次
部

※
第
30
回
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支

部
消
防
操
法
大
会
出
場
（
小
型
ポ
ン

プ
の
部
）

問
　
交
通
防
災
課
交
通
防
災
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
3

　4月24日㈰に執行
予定の白井市議会
議員一般選挙の立
候補予定者説明会
を開催します。
日時　3月16日㈬　
午前10時～
場所　市役所6階
※立候補予定者は必ず出席してください。
　参加者は1候補に付き2人までとします。
■問　市選挙管理委員会（市総務課内）　
内線3312・3

　学校、家庭、職場
など、周囲の人との
関係の中で「上手に
気持ちが伝えられな
い」「批判されると
傷ついて何も言えな
くなってしまう」「自分や相手の怒りの
感情にどう対処していいかわからない」
などということはありませんか。
　アサーティブは自分と相手を大切に
しながら誠実に、率直に、対等に気持
ちや考えを伝えるコミュニケーション
の方法です。聴くことの大切さ、気持
ちを伝える方法をアサーティブトレー
ニング講座で学んでみませんか。
日程・内容　3月4日㈮・「アサーティブ
トレーニングとは」「だまって聴くこと
の大切さ」、11日㈮・「批判を受け止める」
時間　午前10時～正午
場所　保健福祉センター　
対象　一般　30人（申し込み順）
講師　NPO法人ウィメンズカウンセリ
ングちば　馬渡静枝さん　
参加費　無料
保育　2歳から就学前児まで　5人（申
し込み順）
※保育は2月23日㈬までに申し込んでく
ださい（無料）。
■申・■問　3月1日㈫までに企画政策課男
女共同参画室　内線3354・5へ

世
界
の
ダ
ン
ス
＆
フ
ー

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
1

　
み
ん
な
で
楽
し
く
世
界
の
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
や
ケ
ー
キ
を
味
わ
い
、
世
界

各
地
の
ダ
ン
ス
や
音
楽
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

　
今
年
は
会
場
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
ス
ケ
ー
ル
も
グ
レ
ー

ド
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

日
時

　
3
月
6
日
㈰

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4
時（
開
場 

午
前
10
時
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費
　
無
料

※
食
事
代
な
ど
は
別
に
掛
か
り
ま
す
。

【
各
国
の
ダ
ン
ス
や
音
楽
】

　
オ
カ
リ
ナ
・
ト
リ
オ
、
ス
イ
ン
グ
・

ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

メ
ン
コ
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
み

ん
な
で
踊
る
サ
ル
サ
大
会
な
ど
。

【
世
界
の
料
理
と
ケ
ー
キ
】

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な

ど
）
の
料
理
と
ケ
ー
キ
、
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
な
ど
。

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
☎
（
4
9

7
）
3
0
4
0
、
市
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
室
　
内
線
3
3
5
5

　
市
の
非
常
勤
特
別
職
で
あ
る
交
通

指
導
員
は
児
童
・
生
徒
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
交
通
安
全
教
室
や

通
学
路
で
の
街
頭
指
導
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

交

通

指

導

員

募

集

　
現
在
22
人
の
指
導
員
が
市
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会

と
連
携
し
、
交
通
事
故
を
減
ら
す
た

め
各
種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
く
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
　
2
年
（
更
新
あ
り
）

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
　

8
人

報
酬
　
年
2
6
、0
0
0
円

申
・
問

　
交
通
防
災
課
交
通
防
災
班

内
線
　
3
3
2
3
へ

アサーティブトレーニング
～自分も相手も大切にする自己表現～

分列行進を行う消防団員

小学生に交通指導

訓練を行う消防団員

昨年のフェスティバル
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白井市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　農業振興地域内の農用
地を農地以外の目的のた
めに変更する場合は、関
係書類を農政課に提出す
る必要があります。
　関係書類は農政課にあ
りますが、事案によって
用意する書類が異なりま
すので、事前に相談して
ください。
受付期　2月・6月・10月
（年3回）
※各月10日が締め切り日
です（閉庁日の場合は翌
日）。
■申・■問　農政課農政班　
内線3252へ

農振農用地の除外

　「白井市印旛沼流域関連公
共下水道」および「白井市
手賀沼流域関連公共下水道」
事業計画の変更による、案
の縦覧を行います。
縦覧期間　～ 3月1日㈫
午前9時～午後5時
※土・日曜日を除きます。
場所　市上下水道課
変更概要　事業期間の延伸
など
■問　上下水道課計画建設班
内線3453

公共下水道事業の縦覧

Q
　
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
の
に
保
証

人
が
必
要
と
言
わ
れ
た
。
身
近
に
保

証
人
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
見
つ
か

ら
ず
困
っ
て
い
た
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
保
証
人
紹
介
ビ
ジ
ネ

ス
」
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
紹
介

料
を
払
え
ば
保
証
人
を
紹
介
し
て
く

れ
る
と
い
う
が
、
頼
ん
で
も
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　       

（
30
代
・
男
性
）

A
　
就
職
の
際
の
身
元
保
証
や
、
金

を
借
り
た
り
賃
貸
住
宅
契
約
の
と
き

の
連
帯
保
証
な
ど
、
保
証
人
を
求
め

ら
れ
る
機
会
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
身
よ

り
が
な
い
場
合
や
身
近
に
協
力
し
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
場
合
な
ど
、
保

証
人
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

保
証
人
を
紹
介
す
る
の
が
「
保
証
人

紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

申
し
込
み
が
で
き
る
の
で
利
用
者
が

増
え
る
と
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は

「
紹
介
料
を
振
り
込
ん
だ
の
に
保
証

人
を
紹
介
さ
れ
な
い
」「
高
額
な
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
」「
退
会

し
た
の
に
更
新
料
を
請
求
さ
れ
た
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ま
た
「
業
者
に
保
証
人
と
し
て
登

録
し
た
ら
報
酬
が
得
ら
れ
る
」
と
言

わ
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
つ
も
り
で
保

証
人
を
引
き
受
け
た
と
こ
ろ
、
多
額

の
債
務
を
負
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
「
保
証
人
と
し
て
名
義
を
貸
し

た
場
合
」
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
の
高
い
名
義
貸
し
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
の
と
こ
ろ
「
保
証
人
紹
介
ビ
ジ

ネ
ス
」
は
法
規
制
も
所
管
庁
も
な
い

状
態
で
す
。
解
約
や
返
金
の
こ
と
な

ど
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
昨
今
、
保
証
人
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
は
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

安
易
に
利
用
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階

相
談
室
）

保

証

人

紹

介

ビ

ジ

ネ

ス

139

　家庭菜園などで役立つ、野菜づく
りの基本的な講習会を実施します。
日時　3月8日㈫　午前9時30分～正午
場所　市役所
対象　市内在住・在勤　30人（申し
込み順）
内容　基礎的な野菜栽培の知識、技
術に関する講義
講師　西印旛農業協同組合職員
持ち物　筆記用具
■申・■問　2月28日㈪までに、電話か
直接農政課農政班　内線3254へ

　森林法の規定により、地域森林計
画の対象となっている民有林（保安
林・保安施設地区内の森林を除く）
の立木を伐採する場合には、森林が
所在する市町村に「伐採及び伐採後
の造林届出書」の提出が義務付けら
れています。
　届出書は伐採開始日の90日前か
ら30日前までに提出してください。
　地域森林計画の対象である森林は
農政課で確認できますので、伐採を
する場合は事前に相談してくださ
い。
■問　農政課農政班　内線3254

　家庭などから排出されるごみ
の減量や適正な処理などについ
て審議する委員を募集します。
任期　委嘱日から2年
対象　市内在住・在勤の満20歳
以上　4人
報酬　会議1回6,600円
（年2回程度）
■申・■問　2月28日㈪（必着）ま
でに所定の申込書（環境課・各
センター・市ホームページにあ
ります）に必要事項と「ごみの
減量についての考え」を記入の
上、郵送か直接環境課きれいな
まちづくり班　内線3274へ

　良好な生活環境の保全と創
造を目指すため、環境保全に
関する基本的事項などについ
て審議する委員を募集します。
任期　委嘱日から2年
対象　市内在住・在勤の満20
歳以上　5人
報酬　会議1回6,600円（年3
回程度）
■申・■問　2月28日㈪（必着）
までに所定の申込書（環境課・
各センター・市ホームページ
にあります）に必要事項を記
入の上、郵送か直接環境課環
境保全班　内線3276へ 

廃棄物減量等推進審議会
委員を募集 環境審議会委員を募集

地域森林計画対象民有林の

伐採には届け出が必要です

野菜づくり講習会

2011.2.153

　犬やねこなどのペットを飼うことは、飼
い主としての責任が伴います。周囲の人に
迷惑を掛けることがないようにルールを守
り、ペットと楽しく暮らしましょう。

●犬を放し飼いにしない
　犬の放し飼いは県の条例で禁止されています。
周囲の人に飛びかかったり、逃げ出してしまう
ことがないように、散歩時には犬を制止できる
人が短い引き綱を使用して行いましょう。

●排泄物の処理を適切にする
　ねこは専用のトイレで排泄させ、犬が散歩中
に排せつした「ふん」は必ず持ち帰りましょう。

●犬の登録と狂犬病予防注射
　生後3カ月以上の犬には「登録」「狂犬病予防注
射が義務付けられています。毎年1回は狂犬病予防
注射を必ず受けましょう。

●犬のしつけ方教室
　「犬のしつけ」を学び、犬の問題行動を防止
することで快適な共同生活ができます。県動
物愛護センターでは「犬のしつけ方教室」や
電話による「しつけ相談」を実施しています。
県動物愛護センター☎0476（93）5711
県動物愛護センター東葛飾支所☎04（7191）
0050

●不妊・去勢手術をしましょう
　飼い主は生まれてくる子犬・ねこの将来に責
任を持つ必要があります。不幸な命を増やさな
いために、飼い犬・ねこは不妊・去勢手術をし
ましょう。

●飼えなくなってしまったら
　保健所や県動物愛護センターが引き取った犬や
ねこは一部を除いて致死処分されます。犬やねこ
を飼えなくなってしまったら、保健所や県動物愛
護センターへ引き取りを依頼したり、捨てたりせ
ず、まずは新しい飼い主を探しましょう。
飼い主さがしの会（県動物愛護センター）☎0476
（93）5711
新しい飼い主紹介（㈶千葉県動物保護管理協会）
  http://www.c-animal.jp/index.html
印旛健康福祉センター（保健所）☎043（483）
1137
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

●飼い犬・ねこの所有者を明らかにする
　飼い犬・ねこには所有者の連絡先がわかるよう
に名札や狂犬病予防注射票などを付けましょう。

ルールを守って
ペットと楽しい生活を
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

平
成
24
年
成
人
式
実
行

委
員
募
集

　
市
で
は
新
成
人
へ
の
祝
福
と
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
、
誇
り
を
促
す
機

会
と
し
て
毎
年
成
人
式
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
式
の
企

画
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
成
人
の
晴
れ
の
日
を
、
自
分
た
ち

の
手
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
　
平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人申
・
問

　
3
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
班
　
内
線
3
4
3
3
・

 sy
ou

g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city.shiro

i.chiba.jp

へ

「
刻
字
」
教
室
参
加
者

募
集

　
白
井
高
等
学
校
の
開
放
講
座
修
了

者
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
白
井
刻

字
サ
ー
ク
ル
で
は
、
今
年
も
「
刻
字

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
下
表
の
と
お
り
（
全
5
回
）

場
所
　
南
山
小
学
校

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
元
白
井
高
校
教
諭
　
松
岡
博

（
白
駒
）
さ
ん

参
加
費

　
3
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
3
月
4
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）  

・
電
話
番
号
・
刻
字
教
室
希

望
と
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
へ

問
　
白
井
刻
字
サ
ー
ク
ル

　
堀
☎

（
4
9
1
）
3
3
8
2

白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

イ
ベ
ン
ト

①
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
程
　
3
月
7
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス
・
時
間
　
A
コ
ー
ス
（
テ
ニ

ス
初
心
者
や
基
礎
を
習
い
た
い
人
向

け
）   

・
午
前
9
時
〜
11
時

　
B
コ
ー

ス
（
テ
ニ
ス
の
経
験
が
数
回
あ
る
人

や
初
心
者
で
も
運
動
経
験
の
あ
る
人

向
け
）   

・
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
参
加
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時
　
3
月
14
日
㈪
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

③
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
時

　
3
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫
（
全

2
日
間
）　  

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

神
々
廻
と
妙み

ょ
う
け
ん見

菩
薩

立
像

　
神
々
廻
地
区
に
は
、
か
つ
て
妙

見
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
し

た
。
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
発

行
の
「
千
葉
県
印
旛
郡
誌
」
に
お

け
る
白
井
村
の
ペ
ー
ジ
に
は
「
神

々
廻
村
東ひ

が
し
ほ
っ
こ
め

発
込
に
あ
り
北
斗
将
軍

星
を
祭
る
鎮
座
年
暦
は
不
詳
（
中

略
）
社
殿
四
尺
四
面
に
し
て
境
内

四
坪
あ
り
氏う

じ
こ子
七
人
を
有
し
（
後

略
） 

」
と
、
妙
見
神
社
に
つ
い
て

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
神
社
は
い
つ
の
間
に
か

廃
れ
、
同
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た

妙
見
菩
薩
立
像
は
、
現
在
市
外
の

人
が
個
人
で
祭さ

い
し祀
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
妙
見
菩
薩
は
、
長
い
髪
を

中
央
で
左
右
に
振
り
分
け
て
後
方

へ
垂
ら
し
、
着

ち
ゃ
く
こ
う甲
し
て
両
手
を
腹

の
前
で
手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
て

重
ね
、
玄げ

ん
ぶ武
の
背
に
立
て
た
剣
の

柄
を
押
さ
え
て
直
立
し
た
姿
を
し

て
い
ま
す
。
像
の
高
さ
は
22
・
2

㌢
㍍
で
、
銅
を
素
材
と
し
た
鋳
造

品
で
す
。
制
作
時
期
は
13
世
紀
半

ば
か
ら
後
半
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
妙
見
菩
薩
は
北
極
星

を
神
格
化
し
た
菩
薩
で
あ
り
、
千

葉
県
で
は
源
頼
朝
を
助
け
た
功
績

を
機
に
、
鎌
倉
時
代
に
勢
力
を
伸

ば
し
た
千
葉
氏
が
守
護
神
と
し
て

信
仰
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で 

「
常
総
軍
記
（
ま
た

は
「
東
国
戦
記
」）」
と
い
う
資
料

に
は
、
常
陸
か
ら
栗

く
り
ば
や
し
よ
し
な
が

林
義
長
が
本

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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〰
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

佐
倉
城
を
攻
め
た
際
に
、
対
抗
し

た
城
主
の
千
葉
勝か

つ
た
ね胤
が
要
所
に
家

臣
を
配
置
し
た
と
の
記
載
が
あ
り
、

そ
の
中
に
「
神
々
廻
丹
波
」
と
い

う
人
物
の
名
前
が
出
て
き
ま
す
。

 

「
常
総
軍
記
」
に
つ
い
て
は
柳
田

國
男
氏
が
「
大
よ
そ
土
地
の
人
々

が
斯こ

う
で
あ
つ
た
ら
面
白
か
ら
う

と
思
ふ
よ
う
な
こ
と
が
、
皆
そ
の

通
り
に
歴
史
と
し
て
書
い
て
あ
る

（ 

「
利
根
川
図
志
」
解
題
） 

」
と

述
べ
て
い
る
と
お
り
、
内
容
の
信

用
度
が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
々

廻
と
い
う
地
名
の
表
記
も
江
戸
時

代
以
降
の
こ
と
で
す
の
で
「
神
々

廻
丹
波
」
な
る
人
物
が
実
在
し
た

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
千
葉
氏
は
一
族
や
家

臣
が
新
た
に
城
を
築
い
た
り
住
ま

い
を
移
し
た
り
し
た
際
に
、
妙
見

菩
薩
を
迎
え
て
祀
っ
た
と
い
い
ま

す
の
で
妙
見
神
社
、
妙
見
菩
薩
立

像
や
「
神
々
廻
丹
波
」
と
い
っ
た

複
数
の
資
料
の
存
在
は
、
神
々
廻

地
区
が
千
葉
氏
と
関
係
し
た
土
地

で
あ
る
こ
と
や
神
々
廻
地
区
に
千

葉
氏
の
家
臣
が
居
住
し
た
可
能
性

を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

妙見菩薩立像

刻字教室日程表

日程 時間 内容

3月19日㈯

10:30
～ 12:30

開講式、「刻字」の説
明、手本書き（文字
決め・「籠字」とり）

3月26日㈯

実
　
習

板にのりつけ、す
てノミ

4月2日㈯
本ノミ、はつり、
落款印、着色

4月9日㈯ 金箔はり

4月16日㈯
仕上げ

閉講式

対
象

　
小
学
2
年
生
〜
中
学
生

　
30

人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
25
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
3
月
4
日
㈮
、
②
は

3
月
11
日
㈮
、
③
は
3
月
25
日
㈮
ま

で
に
電
話
か
参
加
費
持
参
の
上
、
直

接
白
井
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0

2
2
2
へ

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時
　
3
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
・
12

日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・

26
日
㈯
・
27
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
6
0

円
、
体
育
館
1
、
4
4
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
6
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
2
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

前回の実行委員会委員長（右）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

臨時職員募集
～介護保険認定調査員～

　
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
・
満
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
に
な
る
人
で
、
ま
だ
接
種
し

て
い
な
い
人
や
助
成
申
請
を
し
て
い

な
い
人
は
早
め
に
接
種
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間
　
〜
3
月
31
日
㈭

対
象
（
自
己
負
担
額
）　
生
活
保
護

世
帯
（
無
料
）、
市
民
税
非
課
税
世

帯
（
1
、
0
0
0
円
）、
生
活
保
護

世
帯
員
で
は
な
い
満
65
歳
以
上
の
人

（
1
、
0
0
0
円
）

※
満
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
身
障

者
手
帳
1
級
程
度
の
心
臓
・
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
な
ど
の
疾
患
を
有
す
る

人
は
、
1
、
0
0
0
円
の
自
己
負
担

額
で
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
回
数
　
1
回
（
13
歳
未
満
は
2

回
）

助
成
方
法
　
次
の
と
お
り

○
林
浩
二
郎
　
　
1
0
、0
0
0
円

　
こ
の
寄
付
金
は
市
の
社
会
福
祉
事

業
推
進
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難

病
疾
患
者
、
心
身
障
害
者
、
高
齢
者

な
ど
へ
の
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
65
歳
以
上
の
人
】

　
事
前
に
健
康
課
へ
申
請
し
、
保
険

証
と
健
康
課
が
発
行
す
る
予
診
票
を

持
参
の
上
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
9
月
ま
で
に
65
歳
に
な
っ
た

人
に
は
予
診
票
を
送
っ
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
65
歳
未
満
の
生
活
保
護
世
帯
員
・

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
員
】

　
保
険
証
を
持
参
の
上
（
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
員
の
み
）
医
療
機
関

で
接
種
を
受
け
、
接
種
費
用
の
全
額

を
支
払
い
、
後
日
健
康
課
に
償
還
払

い
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
保
護
受
給
者
は
全
額
、
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
は
自
己
負
担
1
、

0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額
を
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
。

必
要
な
物
　
印
鑑
、
口
座
が
わ
か
る

も
の
、
接
種
済
証
、
領
収
書

申
・
問

　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

　市では介護の知識を幅広く持った介護保険認定調
査員を募集します。
勤務開始日　4月1日㈮
勤務日時　平日のうち2・３日間　午前9時～午後4時
勤務場所　保健福祉センター
対象　介護支援専門員資格か社会福祉士などの福祉
に関する国家資格を有し、普通自動車運転免許を持っ
ている55歳までの女性　若干名
時給　1,300円（別途交通費あり）
■申・■問　2月28日㈪までに履歴書に必要事項を記入の
上、郵送か直接高齢者福祉課介護保険班　内線5334へ
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福  

ひ
な
ま
つ
り

　
館
内
に
ひ
な
人
形
を
飾
り
ま
す
。

　
甘
酒
の
無
料
配
布
や
菓
子
の
販
売
、

三
味
線
の
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
3
月
3
日
㈭
　
午
前
11
時
〜

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

わ
ん
ぱ
く
ザ
ウ
ル
ス

　
思
い
出
の
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
7
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

子

育

て

◆
N
P
O
法
人
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
・

あ
い
　
市
民
の
集
い
公
開
講
座

　 

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〜
生
き

て
い
る
う
ち
に
相
続
を
身
近
に
考
え

る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
　
あ

い
・
あ
い
　
講
師
　
千
葉
県
税
理
士

会
会
員
　
上
瀬
基
さ
ん
　
参
加
費
　

無
料

問
　
木
下
☎
（
4
9
2
）
1
2
3
6

◆
市
民
公
開
講
座

　 

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
最
近
の
話

題
〜
B
型
肝
炎
・
C
型
肝
炎
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

10
分
（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）

場
所
　
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学

校
（
印
西
市
）　  

対
象

　
一
般

　
2

0
0
人
（
先
着
順
）　  

入
場
料
　
無

料問
　
千
葉
肝
臓
友
の
会
☎
0
4
7

（
4
6
0
）
7
0
5
5
（
火
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）

◆
白
井
美
術
会
日
本
画
部
門
作
品
展

　
白
井
美
術
会
で
長
年
活
動
を
続
け

ら
れ
た
故
富
田
彰
さ
ん
の
遺
作
を
中

心
と
し
た
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈫
〜
6
日
㈰
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

高

齢

者

人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費　

2

0
0
円

申
・
問

　
①
は
2
月
18
日
㈮
、
②
は

2
月
22
日
㈫
の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
1
へ

◆
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
指

導
員
募
集

　
放
課
後
の
小
学
生
を
保
育
・
指
導

す
る
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
が
好
き
で

体
力
に
自
信
の
あ
る
専
任
指
導
員
・

補
助
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

（
保
育
士
や
教
員
の
資
格
な
ど
を
持

つ
人
を
優
先
し
ま
す
）　   

勤
務
日
・

時
間
　
平
日
・
午
後
1
時
〜
7
時
　

土
曜
日
・
午
前
8
時
〜
午
後
3
時
30

分申
・
問

　
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
☎
（
4
9
2
）
6
6
3
0
（
平

日
午
後
1
時
〜
7
時
）
へ

◆
白
井
陸
友
会
会
員
募
集

　
陸
上
各
種
大
会
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
9
時
〜

集
合
場
所

　
白
井
運
動
公
園
駐
車
場

年
・
月
会
費

　
無
料

問
　
秋
谷
☎
（
4
9
7
）
0
2
7
4

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
曜
会
」
会

員
募
集

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
美
し

い
音
色
を
か
も
し
だ
す
大
正
琴
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
〜

3
時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
3
月
6
日
㈰
の
午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
白
井
俳
句
会

　
一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
3
金
曜
日

　
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

月
会
費

　
1
、
3
0
0
円
（
事
務
費
）

講
師

　
俳
人
協
会

　
吉
川
禮
子
理
事

問
　
柳
沢
☎
（
4
4
4
）
7
0
9
3

後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
　
辻
川
☎
（
4
9
1
）
8
8
0
8

◆
東
京
電
機
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ

ー　 

「
英
語
で
楽
し
も
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
ま
だ
英
語
に
触
れ
た
こ
と
の
な

い
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
初
心
者
向
け
の
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
3
月
1
日
㈫
・
A
B

C
カ
ル
チ
ャ
ー
カ
ル
タ
、
2
日
㈬
・

桃
太
郎
ピ
ー
チ
ボ
ー
イ
、
4
日
㈮
・

お
に
ぎ
り
チ
ャ
ン
ト
　
時
間
　
午
後

4
時
30
分
〜
5
時
30
分
　
場
所
　
東

京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
（
印
西
市
）　  

対
象

　
英

語
初
心
者
の
小
学
1
〜
3
年
生
と
そ

の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
21
日
㈪
か
ら
24
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
東
京
電
機
大
学
情
報

環
境
学
部
事
務
部
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
4
1
1
1
（
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
）
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
芽
吹
き
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

朗
読
会
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。

日
時

　
3
月
11
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

場
所

　
図
書
館
2
階
研
修
室

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
「
緑
の
教

室
」

①
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
上
手
な
育
て
方

日
時
　
3
月
18
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
　
場
所
　
県
立
北
総
花
の

丘
公
園
（
印
西
市
）　  

対
象

　
一
般

30
人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費

無
料

②
春
の
種
ま
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

日
時

　
3
月
22
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
県
立
北
総
花
の
丘
公

園
（
印
西
市
）　  

対
象
　
一
般
　
24

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載されていないものもありますので、児童
館だより（各センターにあります）や市ホー
ムページをご覧ください。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

複   キッズクッキング
　すしでケーキ
を作り、春のラ
ンチを楽しみま
しょう。
日時　3月6日㈰
　午前10時～午
後0時30分
対象　小学生以
上　8人（申し込み順）
持ち物　マスク、エプロン、三角巾、上
履き、持ち帰り用の密閉容器、米1合
参加費　300円（材料費）
申　2月25日㈮までに参加費持参の上、直
接西白井複合センターへ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う
心

身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
や
会
員
登
録
に
興
味

の
あ
る
人
は
説
明
会
に
参
加
し
て
、

長
年
培
っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、

健
康
や
生
き
が
い
の
た
め
に
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
22
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
（
自
由
参
加
）

福  

ミ
ニ
つ
る
し
飾
り
雛

講
座

　
お
守
り
や
魔
除
け
と
し
て
伝
わ
る

つ
る
し
飾
り
を
手
づ
く
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
28
日
、
3
月
7
日
・
14

日
・
28
日
（
各
月
曜
日
）　  

午
前
10

時
〜
正
午
（
全
4
回
）

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　復地区で歯科医院を営
む齋藤安廣歯科医師は、
昨年の11月18日に群馬県
総合スポーツセンターで
行われた第60回全国学校
保健研究大会で「学校保
健及び学校安全表彰　文
部科学大臣表彰」を受賞
しました。これは、齋藤歯科医師が昭和41年
4月から現在までの長年にわたって市内の学
校歯科医として尽力し、学校保健の推進に貢
献したことが認められたものです。
　齋藤歯科医師は、現在も市内小学校の学校
歯科医として活躍しています。
■問　学校教育課指導班　内線3422

文部科学大臣表彰を受賞しました

◆
合
気
道
会
員
募
集

　
無
料
体
験
入
会
も
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
毎
週
土
曜
日
　
時
間
・
対
象

午
後
2
時
〜
3
時
・
小
学
生
以
下

午
後
3
時
15
分
〜
4
時
45
分
・
中
学

生
以
上

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

　

入
会
金

　
4
、
0
0
0
円

　
月
会
費

3
、
5
0
0
円

問
　
長
谷
川
☎
0
9
0
（
1
5
4
0
）

6
0
7
1

◆
プ
リ
キ
ッ
ズ
A
B
C
参
加
者
募
集

　
歌
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
や
絵

本
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人
の

先
生
と
遊
ぶ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

日
時

　
毎
月
2
回
水
曜
日

　
午
前
11

時
〜
正
午

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

対
象

　
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
保
護
者

　
月
会
費

　
2
、  

5
0

0
円

※
3
月
2
日
㈬
の
午
前
11
時
か
ら
無

料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

問
　
森
☎
0
9
0
（
4
3
6
4
）
3

9
3
5

◆
押
し
花
絵
サ
ー
ク
ル
「
や
ま
ぼ
う

し
」
会
員
募
集

　
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
自
然
の
草

花
や
思
い
出
に
残
し
た
い
植
物
な
ど

を
、
押
し
花
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
水
曜
日
　
午
後
1

時
〜
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー問
　
長
谷
川
☎
（
4
9
1
）
2
6
5

4◆
N
H
K
学
園
専
攻
科
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」
学
生

募
集

　  「
認
知
症
の
理
解
」
や
「
地
域
福

祉
」
な
ど
、
多
彩
な
科
目
を
1
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
や
案
内
書
を
請
求
し

た
い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　
〜
3
月
22
日
㈫

問
　
N
H
K
学
園
専
攻
科
☎
0
4
2

（
5
7
2
）
3
1
5
1
・

  h
ttp

://w
w
w
.n
-g
ak
u
.jp

は
抽
選
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

自
転
車
点
検
･
整
備

講
習
会

　
自
転
車
の
点
検
と
整
備
の
基
本
を
、

講
義
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
　
2
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

縫
製
講
習
会

　
お
し
ゃ
れ
な
チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
作
り

ま
す
。

日
時
　
3
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
（
全

2
日
間
）　  

午
前
10
時
45
分
〜
午
後

4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
14
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
、
物
差
し

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

齋藤安廣歯科医師対
象

　
平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
22
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
20
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
飾
り

た
い
写
真

申
　
3
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
の
手
形
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
1
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

すしで作ったケーキ
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　平塚地区にある八幡神社と鳥見神社は、五穀豊
ほうじょう

穣
を願い「いにしえ」のころより地区の鎮守として信
仰されてきました。
　平塚地区は「しろい散策マップ」の「文化・歴史の
里コース」を巡りながら訪れる人たちもいます。そ
こで平塚地区にあるそれぞれの神社の鳥居が木造で
かなり老朽化してきたので「地区の歴史や文化を
後世に伝えたい」という強い思いと「これからも
地区の繁栄を願おう」と氏子で修繕費用を出し合い

「御
みか げ

影石」で建て直しました。
鳥居の高さは鳥見神社の方
は18尺（5㍍40㌢）、八幡神社にある方は12尺（3㍍
60㌢）で昨年10月に完成しました。
　鳥居は神社に参拝する際に、とおりいる（通って
入る）ことから鳥居と呼ばれるようになったという
説があり、いつしか神社の聖域との境界を示す建造
物で鳥居の内側は神聖な場所とも言われています。
　皆さん、参拝の際には新しい気持ちで色直しをし
た鳥居を見てください。

58

成東プロジェクト

み ん な の ひ ろ ば

介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

11

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

鳥居の化粧直し

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

南
山
　
　  

齊
藤
眞
一
郎

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

池
の
上
　
　
大
橋
　
　
茂

冨
士
　
　
　
福
加
　
将
之

大
松
　
　
　
川
又
　
勝
彦

清
水
口
　
　
池
川
　
　
悟

冨
士

　
　
　
染
谷

　
英
人

堀
込

　
　
　
渡
辺

　
岩
夫

大
松

　
　
　
寺
尾

　
春
雪

堀
込

　
　
　
大
屋

　
キ
ヌ

大
松

　
　
　
織
本

　
泰
子

西
白
井

　
　
山
本

　
幸
恵

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
　
純

根
　
　
　
　
阿
久
津
幸
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

大
山
口
　
　
上
坂
　
千
昭

根
　
　
　
　
乾
　
た
か
子

堀
込
　
　
　
山
川
　
純
子

神
々
廻

　
　
斎
藤
と
み
子

神
々
廻

　
　
田
中
八
代
い

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

桜
台

　
　
　
土
山

　
勝
實

冨
士

　
　
　
今
野

　
吉
信

  七
次
台

　
　
松
井

　
寛
紅

堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

清
水
口

　
　
柴
垣

　
正
徳

冨
士

　
　
　
望
月

　
玲
子

堀
込

　
　
　
川
﨑

　
　
薫

桜
台
　
　
　
米
井
　
詩
織

池
の
上

　
　
蝦
名

　
幸
子

根
　
　
　
　
印
南

　
満
子

冨
士

　
　
　
村
上
し
ず
子

池
の
上

　
　
関
根

　
千
浪

　私たちは白井産の農産物を魅力ある資源
として「地産地消」を進め、地域農業の活
性化、食の安全、市民交流の推進にも寄与
したいという思いから成東プロジェクトを
立ち上げ、イベントへの参加や地元野菜、
米、加工食品の紹介や提供をしています。
　月一度の定例会では「夢を語る会」とし
て会員相互の夢、ふるさと白井の夢を語り
合っています。
　成東プロジェクトは、山武市成東地区に
ある会員所有の家屋を改修し「NPOの交
流の館」として利用することから名付けた
ものですが、いずれはそこを開放し「市内
外の市民活動団体の交流や活性化」「行政
と団体、団体同士の橋渡しをする支援活動
を目指したい」という思いを持っています。
問　岡本☎（491）1891

転
び
に
く
い
体
づ
く
り

を
目
指
し
て

　
家
の
風
呂
場
や
脱
衣
場
、
ま
た
家

の
周
辺
や
平
ら
に
見
え
る
歩
道
な
ど

で
つ
ま
ず
い
て
よ
ろ
け
た
り
、
滑
っ

て
転
び
そ
う
に
な
っ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
こ
の
季
節
、

こ
た
つ
か
ら
出
る
の
が
お
っ
く
う
で

家
の
中
で
ず
っ
と
動
か
な
い
で
い
る

と
、
筋
力
が
低
下
し
関
節
の
動
き
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に

平
衡
感
覚
が
衰
え
る
と
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
り
に
く
く
な
り
、
転
び
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
う
ま
く
体
勢
を
立

て
直
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

転
倒
予
防
の
ヒ
ン
ト

　
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
特
別
な

運
動
を
す
る
の
も
ひ
と
つ
で
す
が
、

ま
ず
は
日
常
生
活
の
中
で
動
く
機
会

を
増
や
す
よ
う
に
見
直
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

《家
の
外
に
出
よ
う
》

　
冷
暖
房
完
備
の
所
に
常
に
い
る
と

体
が
弱
り
ま
す
。
日
ご
ろ
家
の
中
に

こ
も
り
が
ち
な
人
は
最
低
1
日
1
回

は
寒
暖
の
刺
激
感
覚
を
求
め
、
外
気

に
触
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
終
的
に
1
日
30
分
位
の
散
歩
を
目

標
に
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
は
凹
凸
の
あ
る
土
や
草
の

上
を
歩
く
こ
と
で
、
自
然
に
歩
く
と

き
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
鍛
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
下
肢
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

維
持
す
る
た
め
に
「
歩
く
」
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
季
節
を
楽

し
み
な
が
ら
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

《家
事
を
こ
ま
め
に
し
よ
う
》

　
洗
濯
・
掃
除
・
食
事
づ
く
り
な
ど

の
家
事
を
す
る
動
作
一
つ
一
つ
を
行

う
こ
と
で
、
家
の
中
で
も
か
な
り
の

運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
家
事
の
ひ
と
つ
に
、
衣

替
え
の
時
期
や
暮
れ
の
大
掃
除
な
ど

と
力
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

普
段
家
事
に
は
手
を
出
さ
な
い
人
も

「
健
康
づ
く
り
」
と
い
う
目
的
を
持

っ
て
協
力
し
、
体
力
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《家
庭
で
で
き
る
運
動
を
し
よ
う
》

　
か
か
と
の
上
げ
下
ろ
し
運
動
は
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
力
を
強
く
す
る
こ
と

で
転
倒
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
次
の
と
お
り
上
げ
下
げ
を
1
回

と
し
て
10
回
行
い
ま
す
。

①
両
足
を
肩
幅
に
合
わ
せ
て
開
き
、

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
背
な
ど
を
両
手

で
つ
か
み
、
で
き
る
だ
け
背
が
高
く

な
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
両
方
の
か
か

と
を
上
げ
ま
す

②
そ
の
ま
ま
5
秒
保
ち
ま
す

③
ゆ
っ
く
り
か
か
と
を
下
ろ
し
ま
す

　
低
下
し
た
筋
力
を
鍛
え
直
す
の
は

と
て
も
大
変
な
努
力
が
必
要
で
す
。

転
び
に
く
い
体
づ
く
り
を
目
指
し
て

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

英語スピーチコンテスト全国大会出場

鳥見神社の鳥居

あ
を
ぞ
ら
に
触
れ
て
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
花

あ
る
が
ま
ゝ
生
き
る
外
な
し
春
寒
し

牛
ど
も
の
富
士
の
裾
野
で
日
向
ぼ
こ

老
い
て
尚
願
い
事
あ
り
初
詣

お
立
ち
見
の
皇
族
揃
い
誕
生
日

落
ち
葉
掃
く
熊
手
後
追
う
尉

じ
ょ
う
び
た
き鶲

枯
木
立
戯
む
る
鳥
の
露

あ
ら
わな
る

希
望
の
空
雄
々
し
く
伸
び
よ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

坐
禅
解
く
歩
の
先
炎も

ゆ
る
寒
椿

手
さ
ぐ
り
に
探
す
灸

き
ゅ
う
て
ん点
寒
の
入
り

手
袋
の
残
る
片
方
捨
て
き
れ
ず

年
越
や
肩
の
荷
降
り
て
湯ゆ

あ浴
み
を
り

屠と

そ蘇
祝
ふ
母
の
丹
精
想
ひ
つ
つ

初
明
り
今
が
よ
け
れ
ば
全
て
よ
し

初
春
に
祈
り
し
平
和
祖
母
と
成
り

初
春
や
ふ
り
そ
で
な
ら
ぶ
カ
ル
タ
取
り

初
晴
れ
や
箱
根
路
を
跳
ぶ
美
少
年

初
詣
健
康
祈
り
腰
伸
ば
す

福
耳
の
孫
を
囲
み
て
明
の
春

冬
芽
吹
き
力
強
さ
の
木
立
ち
か
な

方
円
の
器
に
宿
る
淑し

ゅ
っ
け気
か
な

細
き
首
震
は
せ
眠
る
冬ふ

ゆ
そ
う
び

薔
薇

梵ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
の
響
き
凍
て
つ
く
寒
さ
哉

や
れ
踏
む
な
稚
児
に
も
似
た
る
イ
ヌ
フ
グ
リ

あ
け
ぼ
の
に
雲
は
染
ま
り
て
し
ら
梅
も

　
　    

淡
き
朱
色
に
春
の
お
と
づ
れ 

安
曇
野
を
老
い
た
夫
と
旅
を
す
る

　
　    

ぼ
ち
ぼ
ち
行
う
信
濃
の
里
を 

生い
け
ず
き食
は
四
尺
八
寸
「
八や

き

が

や

木
ケ
谷
」
に

　
　    

そ
の
名
残
す
や
「
八や

き寸
」
と
呼
ば
れ
て

追
ひ
か
け
て
ほ
し
い
幼
を
追
ひ
か
け
る

　
　    

子
守
ボ
ラ
な
る
し
あ
は
せ
時
間

こ
の
間
よ
り
洩
れ
し
朝
日
の
届
き
し
か

　
　
　  

白つ

え杖
ひ
く
我
の
手
の
甲
ぬ
く
し

こ
れ
と
言
う
台せ

り
ふ詞
な
け
れ
ど
ベ
ラ
ン
ダ
で

　
　
　  

寒
名
月
を
独
り
愛め

で
た
り

つ
ま
立
ち
て
ま
ろ
く
輝
く
み
か
ん
捥も

ぎ

　
　
　  

吾
に
手
渡
す
友
の
手
温
し

通
り
来
て
亡
き
師
の
家
の
庭
に
生な

る

　
　
　  

撓た
わ
わ
な
蜜
柑
を
寂さ

び

し
み
て
見
る

野
の
草
の
生い

の
ち命
い
た
だ
き
こ
の
冬
を

　
　
　  

乗
り
き
ら
ん
と
て
七
草
粥
炊
く

フ
ェ
ン
ス
を
ば
這
ふ
郁む

べ子
に
実
の
25
個

　
　
　  

17
年
目
に
初は

つ
な生
り
熟う

る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                               

　（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

八幡神社の鳥居

かかとの上げ下ろし運動

白井産の米と野菜で作った炊き込みご飯を召し上がれ

　桜台小学校6年生の中尾充希さんは昨年行われた
全国こども英語スピーチコンテストに小学5・6年生
の部で千葉地区大会で優勝したので、全国大会に
出場する10人の中に千葉県代表として選ばれまし
た。
　中尾さんは英語スクールに通っていますが、ス
クールでは「上手に話そうとしなくてもいいんだ
よ。一番大切なことは自分の気持ちを相手にどの
ように伝えるかであり、英語はその手段なんだよ」
と常に教えられている言葉を大切にその気持ちを

持ちながらスピーチをしたそうです。
　中尾さんは「今回、学校・友達・スクールのたくさんの人たちの助けや応
援があったからこそ出場ができ、そういう機会に恵まれたことに感謝したい
です。将来は英語を基盤に世界中の人たちとコミュニケーションを取って楽
しんでいきたい」と抱負を述べてくれました。
　4月9日㈯に「こども英語研究発表会」が市文化会館で行われる予定ですが、
中尾さんも「将棋の駒」についてスピーチをするそうです。

スピーチする中尾さん


